
様式７　授業改善プロジェクト アクション・リサーチのまとめ 英語教員指導力向上研修

氏名

33 名

2 時間

 クラスの様子・特徴

A 授業の観察 B　生徒による授業評価 C 学力データ

リサーチについての問合せ先：　

検証１

仮説・実践・検証

中間テスト平均点：５９．１　　期末テスト平均
点：５４．１
１学期末評価素点の平均：６２．４
１学期末評価（３３人中）
５：７人　　４：５人　　３：１５人　　２：４人　　１：
２人

研究の背景

リサーチ・クエスチョン

仮説１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒ 実践１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒

単位数（授業時数）

 研究対象（学年、クラス等） 生徒数

職場電話

生徒たちが音読テストに抵抗感を抱くと思いきや、タイムを計測したり、ペアでお互いにチェックをしあい簡単なコメントをつけてもらうなどすると、予想以上に楽
しんで活動ができていた。信頼関係ができている明るいクラスの雰囲気に負うところが大きいが、生徒たちがどう感じ、次の授業では何を求められているか、教
員が常に生徒たちの一歩先を状況を読み取って授業改善していくことの重要性をあらためて痛感した。
〔アンケート結果〕･･･５-４-３-２-１で回答させる。　（　　）内が５と４の肯定派の割合。
成績に音読テストの得点が組み込まれてよかった（８７．９％）

３年生４クラスが授業進度を揃えて定期テストを共通で行うため、リサーチに対する時間が思うようにとれず、仮説３に対する実践３がまだ不十分であり、よって
検証ができていない。冬休みを利用した課題を出すなどして3学期につなげていきたい。また、音読に力を入れることで、授業に活気をもたらすことはできたが、
英語の実力養成にどう結びつけていくか、さらに工夫と考察が必要だ。

miho_sukemura@kt2.kochinet.ed.jp電子メール０８８－８９４－２３０８

今後の授業改善の課題

実践２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

問題の確定

予備調査

大半の生徒は明るく従順、授業にも活気がある
クラスだが、時には調子に乗りすぎてうるさいこと
もある。英語の力がある生徒も、英検３級の受
検をいやがるなど、自信には結びついていない。
生徒たちの取り組み姿勢はまじめで、授業は
淡々と進む。

英語の授業は楽しい
５（２人）　４（４人）　３（１８人）　２（２人）　１
（１人）
英語の授業は役にたつ
５（５人）　４（８人）　３（１１人）　２（８人）　１
（１人）

○生徒たちがどんな英文を音読してみたいか、アン
ケートを実施する。
○生徒たちに自分がよく聞く歌のなかで、好きな歌
詞カードを持参してもらう。
○ことわざ・格言・名言・名台詞をできるだけ多く集
める。
○生徒たちに好きな英文を選ばせ、できるだけ多く
暗誦させる。

●３学期に暗誦テストを実施予定のため、検証結果
は出ていない。
●〔音読テストで読んでみたい英文に関するアンケー
ト〕
歌の歌詞：１３人
有名な人の名言・名せりふ：１２人
ことわざ・格言：５人

単語レベルでのつまずきがなくなれば、英文音読への
抵抗感は減少するだろう。

○各Lessonの新出単語をすべてつまらず読めるよう
にする。（約３０ words）
○授業の最初には必ず単語の早読み練習の時間
をとる。（ペアをつくり、相互に時間計測と発音チェッ
クを行う。）
○ストップウォッチでひとりひとりの時間を計測しながら
音読テストを実施する旨を生徒に予告し、緊張感
をもって音読練習ができるよう工夫する。３０秒を超
える場合は合格としない。

●漫然と音読していた生徒たちに真剣さが感じられる
ようになった。ペアの一方が誤読をチェックしたり、時間
を計測するので、正確でスピード感のある練習ができ
るようになってきた。
●テスト結果（３３人中）　欠：３名　リタイア：３名　タ
イムオーバー：４名　合格：２３名
●合格者の平均タイム　１７．９秒/28 words
（第１回目の練習平均タイム　３２．２秒/28 words)

検証２
学習するLesson全体から、音読に最適なセンテンス
を選りすぐれば、生徒たちの主体性が引き出せるだろ
う。

○まずは、英語への苦手意識が強い生徒に配慮し
教科書本文の指定した範囲を繰り返し音読させ
る。（約80 words)
○自信がついた生徒はLesson全体を音読させる。
(約200 words)
○音読テストでは自分が音読する部分を生徒自身
に選ばせる。選び方により得点は２０点と３０点の差
が出るようにした。時間制限は６０秒以内とし、それ
を超えた場合は合格としない。

●３０点へのチャレンジ：１５人　　２０点へのチャレン
ジ：１８人　　タイムオーバーで不合格：２人　　発音の
誤り１箇所につき－１点で計算し、合格者平均得
点：２４．５
●〔アンケート結果〕･･･５-４-３-２-１で回答させる。
（　　）内が５と４の肯定派の割合
音読テストのための練習が期末テストに役立った（６
９．７％）　　時間制限があると、合格時に充実感が
ある（６６．７％）

仮説２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒

研究の成果

 科目名 使用教科書名

農業科３年生で、男子２６名・女子７名のクラスであり、１年次よりクラス替えがなく、人間関係は安定している。どちらかといえば男子に活気があり、かつ音読
や発言にも積極的な生徒が多い。４年制大学進学希望者は７、８名。１学期末英語Ⅰの評価１は３名。

一見真面目に授業を受けて、音読で声が出ている生徒たちも、理解・納得したうえでの積極的な「学び」の姿勢にはいたっていない。

生徒が音読に意欲的に取り組み、英文を自分の言葉として暗誦できるようになるには何をすべきか。

仮説３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 実践３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 検証３
優れた英文を暗誦すれば心の糧となり、将来も学び
の意欲を継続できるのではないか。

３年C組

英語Ⅰ Lingua-Land English Course Ⅰ（教育出版）
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